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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月28日(2010.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データを記憶する記憶部、少なくとも前記記憶部の画像データを表示することが可
能な表示部を備える画像表示装置であって、
　前記記憶部の画像データから顔領域および顔領域の傾きを含む顔情報を検出する顔情報
検出部と、
　顔回転の開始指示を入力可能な指示部と、
　前記指示部に顔回転の開始指示が入力されたことに応じ、前記顔情報検出部の検出した
顔領域の傾きに基づき、前記顔領域を実質的に正立させる方向に前記画像データを回転さ
せて前記表示部に表示するよう制御する表示制御部と、
　を備え、
　前記表示制御部は、前記顔情報検出部が複数の顔領域および複数の顔情報を検出した場
合、前記複数の顔領域のうち過半数の顔領域を実質的に正立させる方向に前記画像データ
を回転させて前記表示部に表示するよう制御する画像表示装置。
【請求項２】
　前記表示制御部は、前記顔領域の傾きが所定の角度を超える場合に限り、前記顔領域を
実質的に正立させる方向に前記画像データを回転させて前記表示部に表示するよう制御す
る請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記顔情報検出部が複数の顔領域および複数の顔情報を検出した場合、前記複数の顔の
うち所望の顔の選択が可能な選択部をさらに備え、
　前記表示制御部は、前記選択部から選択された顔領域を実質的に正立させる方向に前記
画像データを回転させて前記表示部に表示するよう制御する請求項１または２に記載の画
像表示装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の画像表示装置を備えた撮影装置。
【請求項５】
　画像データから顔領域および顔領域の傾きを含む顔情報を検出するステップと、
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　顔回転の開始指示を入力するステップと、
　顔回転の開始指示が入力されたことに応じ、検出した顔領域の傾きに基づき、前記顔領
域を実質的に正立させる方向に前記画像データを回転させて表示するステップと、
　複数の顔領域および複数の顔情報を検出した場合、前記複数の顔領域のうち過半数の顔
領域を実質的に正立させる方向に前記画像データを回転させて表示するステップと、
　を含む画像表示方法。
【請求項６】
　画像データから顔領域および顔領域の傾きを含む顔情報を検出するステップと、
　顔回転の開始指示を入力するステップと、
　顔回転の開始指示が入力されたことに応じ、検出した顔領域の傾きに基づき、前記顔領
域を実質的に正立させる方向に前記画像データを回転させて表示するステップと、
　複数の顔領域および複数の顔情報を検出した場合、前記複数の顔領域のうち過半数の顔
領域を実質的に正立させる方向に前記画像データを回転させて表示するステップと、
　をコンピュータに実行させるための画像表示プログラム。
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